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第１章 経緯及び概要について 

 

○ ペルフルオロ（オクタン―１―スルホン酸）（以下「ＰＦＯＳ」という。）又

はその塩は、泡消火薬剤等を製造する際に添加されてきた物質であるが、難分

解性、生物蓄積性、毒性及び長距離移動性を有しており、残留性有機汚染物質

に関するストックホルム条約（ＰＯＰｓ条約）第４回締約国会議（ＣＯＰ４）

（平成２１年５月）において、製造・使用等に規制を設けることとされた。 

○ 我が国においては、平成２２年４月１日に、化学物質の審査及び製造等の規

制に関する法律（昭和４８年法律第１１７号）第２条第２項に規定する第一種

特定化学物質に指定し、製造及び輸入の許可制、使用の制限等の措置を講じて

いる。 

○ 防衛省においては、使用期限が過ぎたものを逐次交換してきたところである

が、依然として約３９万４千リットルのＰＦＯＳ含有消火薬剤等を保有してい

る。このため、自衛隊の安定的な運用に不可欠な地域の理解を促進し、信頼を

確保していくため、防衛省・自衛隊で保有するＰＦＯＳ含有消火薬剤等の交換

及び処分（以下「処理」という。）を迅速に進める必要がある。 

〇 以上を踏まえ、防衛省・自衛隊が保有するＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理を

早期に完了するため、本計画において必要事項を定める。 

 

第２章 取組方針について 

 

○ 以下の取組方針の下、取組を積極的に推進する。 

【方針】 防衛省が管理する施設等（格納庫、燃料施設、倉庫、艦船、消防車、

消火器等をいう。以下同じ。）において保有している在庫も含めた全て

のＰＦＯＳ含有消火薬剤等について、運用上影響を与えない範囲で可能

な限り速やかに、環境に配慮した処理を完了する。また、実施に当たっ

ては、ＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理状況等を把握した上で進捗管理を

確実に行うとともに、その状況を適切に報告するものとする。 

 

１．早期の処理完了に向けた取組 

（１）施設等において保有しているＰＦＯＳ含有消火薬剤等について、外部の水

環境等に配慮しつつ、機能が有効な物も含め迅速に処理する。施設等（運用

上の制約からＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理に時間を要する艦船を除く。）

においては、令和３年度末までにＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理を完了する

ことを目標とする。また、艦船については、定期検査時に処理することを基

本とするが、運用上影響のない範囲で前倒しを追求し、令和５年度末までに

ＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理を完了することを目標とする。 
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（２）なお、取組に関する細部については、必要に応じ、大臣官房長から通知す

る。 

 

２．処理状況の管理要領 

○ 本取組を着実に実施するため、陸上幕僚監部防衛部施設課、海上幕僚監部防

衛部施設課及び航空幕僚監部総務部基地対策室（以下「とりまとめ部署」とい

う。）は、ＰＦＯＳ含有消火薬剤等を保有している施設等の種別ごとに、その

保有量及び処分量等を整理・把握した上で、大臣官房文書課環境対策室及び防

衛装備庁装備政策部装備制度管理官付補給・管理企画室と緊密に連携をとり、

ＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理の進捗を適切に管理する。 

 

３．処理状況の報告要領 

（１）とりまとめ部署においては、本計画の取組方針を達成するため、毎年度末

のＰＦＯＳ含有消火薬剤等の保有及び処理の状況について、付表のＰＦＯＳ

含有消火薬剤等の保有状況及び処理進捗状況表により、当該年度の翌年度の

５月３１日までに、大臣官房文書課環境対策室長及び防衛装備庁装備政策部

装備制度管理官付補給・管理企画室長宛て報告する。なお、この報告に際し

、各幕僚監部内で担当部署が複数に及ぶ場合は、各々が緊密に連携し、情報

に漏れがないよう留意するとともに、処理を確実なものとするため、とりま

とめ部署が的確なフォローアップを行う。 

（２）施設等が保有するＰＦＯＳ含有消火薬剤等の漏れのない処理のため、令和

２年３月３１日までに、施設等の管理者が保有状況に係る再調査を実施し、

とりまとめ部署において整理の上、令和２年５月３１日までに、その結果を

付表のＰＦＯＳ含有消火薬剤等の保有状況及び処理進捗状況表により、大臣

官房文書課環境対策室長及び防衛装備庁装備政策部装備制度管理官付補給・

管理企画室長宛て報告する。 

（３）ＰＦＯＳ含有消火薬剤等の処理が完了した際は、とりまとめ部署がその旨

を速やかに、大臣官房文書課環境対策室長及び防衛装備庁装備政策部装備制

度管理官付補給・管理企画室長宛て報告する。 



【付表】

○消火設備（格納庫）

製品の品名・型式等
製造メー
カー

設備取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

新規建替・
更新計画の
の有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

○消火設備（燃料施設）

製品の品名・型式等
製造メー
カー

設備取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

新規建替・
更新計画の
の有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

○消火設備（艦船）

製品の品名・型式等
製造メー
カー

取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

新規建替・
更新計画の
の有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

○消火設備（その他）

製品の品名・型式等
製造メー
カー

設備取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

新規建替・
更新計画の
の有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

○消火器

製品の品名・型式等
製造メー
カー

取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

更新計画の
の有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

○消防車

製品の品名・型式等
製造メー
カー

取得時期
製品
数量

薬剤全体
量

（ℓ）

車体更新計
画のの有無

薬剤名 区分
製品
数量

薬剤保有量
（ℓ）

メーカ推奨期限 薬剤名 区分
製品
数量

薬剤交換
量

（ℓ）
交換時期 交換要領

※２：省令第７条第２項に基づき、現在保管されている帳簿に記載されている泡消火薬剤を対象とした調達実績(調査対象年度分)

備考

備考

備考

備考

備考

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1 非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1 非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1 非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1 非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

都道府県

消火設備

都道府県

消火設備

非PFOS消火薬剤への調達実績（交換、処分）※2

設置場所

消火薬剤全
数交換及び
在庫処分

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1

PFOS含有消火薬剤等保有状況（令和●年３月末現在）※1

消火設備

都道府県

消火器本体

管理部隊名 設置場所

管理部隊名

※１：化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令附則第３項の表ＰＦＯＳ又はその塩の項に規定する消火器、消火器用消火薬剤及び泡消火薬剤に関する技術上の基準を定める省令（平成２２年総務省・厚生労働省・経済産業省・国土交通省・環境省・防衛省令１号。以下「省令」という。）第１条第２号に規定する泡消火
　　　薬剤等のうち、ＰＦＯＳを含有する泡消火薬剤等の保有状況について記載する。

備考

ＰＦＯＳ含有消火薬剤等の保有状況及び処理進捗状況表（令和○年度分）

消防車本体

管理部隊名 設置場所

管理部隊名 設置場所都道府県

消火設備

管理部隊名 設置場所

管理部隊名 設置場所

都道府県

都道府県


